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自己紹介シーズン、“Projection!” 
石田 祐（杜の伝言板ゆるる代表理事 / 宮城大学事業構想学群） 

　学生の頃、必要もあって英語のライティン

グを学んでいました。書くことを学んでも、

説明をしないといけないので、話すことも多

くあったのですが、一人の先生にいつも言わ

れていたことがありました。“Projection!”。 

　私は言いたいことを言い切れなくなると、

声が小さくなったり、モゴモゴとしてしまう

癖があります。当時、英語のレッスンという

こともあり、そんなことは許してもらえず、

繰り返し“Projection!!”を浴びせられ…。 

　日本語だと良くも悪くも適当にごまかせる

ので、忘れがちになるのですが、4月になる

と、「自己紹介」という場面があり、それを

思い出します。大学の仕事だと、新入生が

入ってきます。役所の仕事だと、委員会の冒

頭で顔合わせがあります。ゆるるを代表する

ときは団体の紹介をします。そして、私は、

毎年、自己紹介・団体紹介をうまくできない

問題に直面します。 

　なんでうまくできないのか。自信がないか

ら？自信をもてる内容を準備していないか

ら？いや、自信がなくてもよいとは思いま

す。言いたいことが何かを理解し、意識して

いないからだろうと振り返っています。365

日付き合っている自分を表すことなので、普

段から考えておけばよいのですが…。 

　言いたいことを伝えられると、次のステー

ジに上がれるチャンスが来る時もあります。

「私」「団体」の何を伝えるか。その時まで

に準備しておくに限ります。是非！ 
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NPOの広告に登場する人々の気持ちとは？ 
岡田　彩（東北大学大学院情報科学研究科 / ゆるる副代表理事） 

　NPOが支援を呼びかける広告を見かけるたび
に、考えることがあります。ここに写っている
人は、どんな気持ちなんだろう。広告に登場す
ること、うれしいと思ってる？嫌だなと思って
る？もっとこんな風に登場させてほしい、とい
う希望を持っていたりはしないのだろうか。 

　最近見かけた２つのオンライン広告は、私の
疑問をさらに刺激するものでした。一つは、ウ
クライナから避難した人々への寄付を呼びかけ
る広告。移動してきたバスを降りて、立ち尽く
す大勢の人々が映っていました。皆、一様に厳
しい表情をしています。たくさんの洋服を着こ
んでいる人々は、この瞬間、どんなことを考え
ていたのだろう。こうやって写真を撮られてい
ることを、どう感じているのだろう。嫌だなと
思っていたかもしれない。いや、むしろどんど
ん発信して！と願っていたかもしれない。様々
な考えが、頭を駆け巡りました。 

　もう一つは、泣きじゃくった子どもが登場す
る広告。貧困家庭を対象としたプロジェクトへ
の寄付を募るものでした。この子は、何が嫌で
泣いているのだろう。こんな場面を撮影され
て、どんな気持ちだろうか。広告に使われるこ
と、知っているのかな。私だったら、泣き顔を
大々的に見られるのは、ちょっと嫌かも・・・。 

　NPOの広告に登場する人々の気持ちを探った
人がいるかもしれない。そう考えて調べてみた
ところ、２つの興味深い論文に出会いました。 

　一つ目は、ホームレス支援を行うNPOの広告
について、路上生活者の気持ちを探ったもの。
イギリスで実際に用いられた広告を、路上で生
活する人々に見てもらい、思いや考えを話して
もらったそうです。路上生活者の多くは、こう
した広告が、過度に「哀れ」なイメージを表し
ていると感じていました。そんな同情を誘うよ
うな広告に、自分は登場したくない。なぜ路上
で生活することになったのか、その背景が分か
るようなストーリーとともに、共感を促すよう
な広告に登場をしたいと思っていることが分か

りました。その一方で、「広告で一番大切なこ
とは、たくさんの寄付につながること」という
考えを、多くの路上生活者が共有していまし
た。不本意な登場の仕方だとしても、支援活動
の継続のためには、やむを得ない。そんな割り
切った考え方も、明らかとなりました。 

　二つ目の論文は、インドを対象としたもので
した。教育などの分野で活動するNPOの広告
を、支援を受ける子どもたちに見せ、感想を自
由に話してもらったそうです。多くの子どもた
ちにとって、良い広告とは、清潔な服を着た、
うれしそうな表情の人が登場するものでした。
自分が広告に出る場合には、勇気ある存在とし
て登場したいとのだそうです。同時に、広告を
通して、自分たちの苦労も知ってほしいと考え
ていました。ただ大変だということではなく、
どうして厳しい生活に至ったのかを分かってほ
しいのだそうです。ちなみに、この論文では、
撮影した写真の用途が、子どもたちに知らされ
ていなかったことも明らかとなりました。カメ
ラマンにも確認したところ、「特に目的は伝え
ていない」という答えが返ってきたそうです。 

　一人でも多くの人々に寄付してもらえるよ
う、時にはセンセーショナルな広告を打つこと
も厭わないNPOの意図。広告に登場する、支援
を受ける人々の気持ち。そして、広告を見る私
たちの気持ち。小さな広告一つにも、様々な気
持ちが交錯しているのだなと、改めて考えさせ
られます。様々な立場を想像しながら、自分な
りのアクションを起こそうと思う今日この頃で
す。 

≪文献≫ 

Breeze, B. and Dean, J. (2012). Pictures of Me: User 
Views on Their Representation in Homelessness 
Fundraising Appeals. International Journal of 
Nonprofit and Voluntary Sector Marketing, 17, 132-143. 
Bhati, A. and Eikenberry, A.M. (2015). Faces of the 
Needy: The Portrayal of Destitute Children in the 
Fundraising Campaigns of NGOs in India. International 
Journal of Nonprofit and Voluntary Sector Marketing, 
21, 31-42. 
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市民活動を考える 
渡邉 桂子（フレーム・ラボ代表理事 / ゆるる理事） 

 

　暖かな陽気に包まれる春。この季節は、年度

の締めくくりと次年度の計画を準備する団体が

多いのではないでしょうか。NPO法では、事業

終了後3ヶ月以内の事業報告書等の提出や貸借

対照表の公告が義務付けられています。締め切

り日などに注意をして準備を進めましょう。お

困りのことがありましたら、杜の伝言板ゆるる

事務局までご相談ください。 

　さて、報告書と一緒に準備をしていくのが事

業計画書です。組織・事業運営には欠かせませ

ん。中・長期計画がある団体は、その計画を見

直す等のブラッシュアップも行うことになるで

しょう。計画の策定には、意見の一致を図るこ

とが大切です。互いの合意を得るためにはいく

つか方法があると思います。会議等では、きっ

とさまざまな意見が出ると思いますが、私は、

まずその目的の理解と共有が重要だと感じま

す。その上で「正解」・「不正解」のような判

断をするのではなく、その提案（意見）の背景

を聞き、相互の提案（意見）について理解する

ことが大切ではないかと考えます。 

　ここで気になるのは「議論」なのか「対話」

なのかですが、言葉の意味を確認してみましょ

う。コトバンクによると「議論」とは、「互い

に自己の意見を述べ論じ合うこと。意見を戦わ

せること（略）…」とあり、「対話」とは、「広

義には、2人以上の人物間の思考の交流

（略）…」とありました。私はこう見えて戦う

という表現が苦手です。この説明の言葉尻をと

らえると、私は後者がしっくりきます。しか

し、「活発な議論」という表現もあるので、表

現的には積極性をイメージできる前者のほうが

好ましく受けとめる人も多いのではないでしょ

うか。 

　組織のチカラを伸ばしていくためには、意志

決定とそのための合意形成は重要なポイントに

なると思います。そのため、日頃のコミュニ

ケーションはとても大切です。関係性が構築で

きていることにより、「なぜこの会議を行って

いるのか」、「なぜこの計画が必要なのか」、

「どうやってこの計画を進めていくのか」など

の迷子になりがちな疑問が解決できるのではな

いかと思います。 

　提案（意見）が合意できなかった場合、民主

主義（多数決）で決めることもあるかと思いま

すが、ぜひ双方が納得できる第3の案を検討し

てみてはいかがでしょうか。ひょっとするとそ

の案が団体の新たな道を見いだすきっかけにな

るかもしれません。意見が違うとき、世代間

ギャップや認知の違いなど理由があると思いま

すが、中には同じもの（物事）をみていても表

現する方法が違っているだけかも知れません。

その提案（意見）と背景を分かり合えること

が、組織が発展する次のステップになるのかも

しれない、そう考えてみたら楽しみになりませ

んか。 

　そして忘れてはいけないのが、計画を立てた

後のアクションプラン（具体的な行動計画）の

作成です。まだ作るの？と思われる人もいるか

もしれませんが、スタートダッシュが大切で

す。事業年度開始3ヶ月のプランはより具体的

に数値も入れながら作成してみましょう。その

3ヶ月のアクション（行動）を意識して活動に

取り組むことができれば、きっとその1年間走

り続けることができ、来年度の振り返りをする

会議等がより楽しみになるのではないかと思い

ます。できなかった計画も、「どうしてできな

かったのか？」という背景を明確にし、理解と

共有すると次につながるでしょう。 

　義務付けられていることも、向き合ってみる

ことで、役立つことがさまざまあります。一

度、みかたをかえてみませんか。 
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NPOを取り巻く経営環境⑥ 

不正発覚はNPOの寿命を縮めるか？  
̶NPO不正のサーベイ調査から̶ 
高浦 康有（東北大学大学院経済学研究科 / ゆるる理事） 

　昨年８月、宮城県大河原町が事業委託する

NPO法人において、事務局長ら管理職が不正に

時間外勤務手当など約600万円を受け取ってい

たことが明るみになりました。こうしたNPOに

おける不正は当該団体の信用に関わり、委託契

約の解消や指定管理の取り消しなど大きなダ

メージを団体に与え得ることになります。NPO

の運営が持続可能であるためには、NPOにおい

ても企業と同様、コンプライアンス（法令等遵

守）の経営が求められると言えるでしょう。ま

たNPOの不正は、当該団体の問題のみに留まら

ず、NPOのコミュニティ全体への信頼を揺るが

しかねない事態に発展する場合もあります。

NPOは法人格をもっていても「うさん臭い」組

織だというように思われてしまっては、業界全

体が委縮せざるを得なくなります。 

　こうしたNPO不正については、海外では概要

把握の試みが散見されるものの、日本国内では

きっちり統計的に把握されたものはありません

でした。筆者と共同研究を進める金城学院大学

（名古屋市）の小室達章教授は、朝日新聞記事

データベース等に依拠してサーベイ調査を行

い、2007年から2018年までの11年間でNPO不

正が発覚した全国のケース265件を抽出し、う

ち情報が揃っていない等のケースを除く167件

について分析を行いました。分析の結果、次の

ような発見がありました。 

（1）不正の種類 

　不正行為は大きく２種類に分けられます。第

一種は、組織内の個人が組織に被害を与えた事

件（運営資金の着服・横領、私的流用など）、

第二種は、冒頭の大河原町の事例のように、組

織が社会一般に被害を与えた事件（補助金の不

正受給、生活保護費の詐取など）です。集計し

たところ、組織内の個人が組織に被害を与えた

事件が約１割、組織が社会一般に被害を与えた

事件は約９割でした。 

（2）不正期間 

　不正期間（月数）は、最短１ヶ月から最長で

約10年で、中央値は、約２年でした。 

（3）不正の規模 

　不正の規模（被害額）は、10万円台から5億

円を超えるものまで多様で、中央値は着服・横

領等の第一種のケースでは約200万円だったの

に対し、不正受給等の第二のケースでは約500

万円であり、不正の種類によって開きがありま

した。 

（4）不正の行為者 

　補助金を不正に受給するなど組織ぐるみの第

二種のケースがそもそも多いことから、上級経

営者（理事長や事務局長など）が約９割、部門

長などの管理者が約５％、一般職員が約５％で

ありました。ほとんどの不正において上級経営

者が関与していることが明らかとなりました。 

（5）組織年齢 

　NPOが不正に関与し始めたときの組織年齢に

ついてはNPOが法人として認証されてから１～

５年以内のゾーンがもっとも多く、中には、法

人として認証される以前から不正に関与してい

るケースも見られました。逆に認証１０年目以

降は不正を起こすケースが少なく、若い組織に

おいて不正の誘因が強く働くことが推測されま

す。 
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（6）組織の死亡（消滅） 

　小室教授は、NPOが不正に関与し、それが発

覚したことによって、組織の死亡（消滅）に

至ったかどうかも調べました。不正発覚以降、

NPOが法人として存在しているかどうかを、認

証取消、解散、登記記録閉鎖、活動報告書の提

出状況（３年間無提出）で確認し、死亡が確認

された場合、その死亡日を特定しました。集計

の結果、不正発覚から３年以内に死亡したケー

スは71件、３年目以降に死亡が21件、現状生存

を確認できたものが68件でした。不正発覚とな

ると生き残りは厳しく、半数以上が消滅に追い

込まれ、とくに３年以内の短命に終わることが

明らかになりました。 

　一般的に３年以内にNPOが解散等で消滅する

確率はどんなに高く見積もっても四分の一程度

で（直近３年間の解散及び休眠状態の法人数に

対する認証法人数の比率による）、実際にはそ

れよりも低いとされています。不正がいかに組

織を早期の死に追いやるかが分かります。こう

した不正と組織の早期消滅との関係を、小室教

授は「新しさゆえの脆弱性（liabi l i ty of 

newness）」の観点から捉えています。新しさ

ゆえの脆弱性とは、簡単にいえば、若い組織は

古い組織に比べて死亡率が高いという性質のこ

とをいいます。設立間もないNPOは、まだ脆弱

な財政基盤しかもたないことから、不正発覚に

よるダメージ（ステークホルダーからの信頼失

墜や契約解除などの影響）に耐えれないのでは

ないかという仮説がここで提示されることにな

ります。 

　以上、たいへん興味深い調査結果についてご

報告させていただきました。詳細は本年７月末

の日本経営倫理学会大会で報告される予定で

す。またあらたな事実が見出されましたら、紙

面をお借りして共有させていただきます。 
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「視点を変えれば、世界が変わる」 

　ゆるるに入職してから10か月が経ちました。大げさ

なタイトルかもしれませんが、NPO・中間支援分野で

活動していると、心の底からこの言葉を実感すること

ができます。これまでに、取材や調査を通じて多様な

考えを知る機会がある中で、活動を始めた経緯や、ど

んな社会を目指しているか、何を大切にしているかと

いう“一人ひとりの想い”に触れてきました。そのたび

に「素敵な活動が広まってほしい！」と強く感じ、こ

うしたNPOの活動を近くで応援できることが日々活動

する原動力になっています。 

  
今の私ができることって何だろう 
　中間支援分野で活動できているおかげで、価値観を

広げ、自身の成長を実感できる反面、頑張っている団

体に対して今の自分は何を還元できるんだろう、と悩

んだ時期がありました。中間支援が「縁の下の力持ち

的存在」と例えられるように、多くの中間支援団体で

は地域NPOのつながり作りや、組織運営の側面から

NPOの活動をサポートする活動を行っています。私が

縁の下で支えるための「力」とは？ 

 できることから行動へ 
　杜の伝言板ゆるるで実施している「NPOで高校生の
夏ボラ体験」（通称：夏ボラ）で、アフリカ支援団体

の活動に参加した高校生からこんな感想が寄せられま

した。 

　「これまで貧困問題解決のためには、衣類などの物

資を送れば良いと考えていた。しかし、それは一方的

な見方に過ぎず、現地の産業を破壊することにつなが

ると知った。これからは現地の人の声に耳を傾け、必

要な支援をしていきたい。」 

　この一文を見た時、夏ボラの運営を通じて「視点を

変えれば、世界が変わる」という感覚を高校生に提供

でき、NPOに興味を持つきっかけ作りができたのでは

ないか、と感じることができました。 

  
2年目へ向けて 
　10か月間の自身の想いにばかり触れてきましたが、
もうすぐ1年が経つにあたりNPOだからこそ「想いを

どう実現するか」という現実的視点が重要だと実感し

ています。2年目は縁の下で支えるための力をさらに

強化し、日々地域社会のために活動するNPOやNPOに

関わるさまざまな人に還元できるよう取り組んでいき

ます。 

吉田 若葉（杜の伝言板ゆるる事務局） 



 

2003年度のNPO法人 
石田 祐（ゆるる代表理事 / 宮城大学） 

　NPO法が1998年に制定されてから22年以

上が経ちました。NPO法人も数的には頭打ち

とは言われながらも、5万を超える団体が認証

されています。解散してしまった団体もまた2

万ほどあり、団体を継続することの難しさも

うかがい知ることができます。継続が難しい

のは民間営利企業も同じですが。 

　さて、題目はパロディーの部分があります

が、20年以上の経過を振り返るページにして

みたいと思います。今回は、「2003年度の

NPO法人ってどんな様子だったのだろう？」

です。 

　私が大学院博士後期課程でお世話になった

大阪大学国際公共政策研究科の山内直人先生

（昨年退職されました。）が、NPO法人の財

務データベースを作ることを企画されまし

た。当時同じく大学院生をしていた、公認会

計士で現在関西大学商学部教授の馬場英朗先

生の専門的知見も活用し、NPO法人財務デー

タベースができあがりました。 

　NPO法人の財務情報は活動計算書として、

インターネットで見ることができます。2003

年度の事業の報告を全国統一的に見られるよ

うになったのは2005年でした（2004年でも

大半は見られたとは思うのですが、NPOから

所管庁へ提出され、それがPDFになってウェ

ブサイトで掲示されるにはタイムラグがあり

ました）。 

　いまでも変わりませんが、団体がPCで入力

したものを紙に印刷し、役所に提出し、役所

でスキャンし、PDFにします。そうすると

せっかく数字・文字の情報で作ったものが、

画像としてしか認識されなくなり、データ

ベースをつくるには残念な状況でした。 

　さらに、当時はファイルにいろんなプロテ

クションもかかっており、作業は大変でし

た。また、まだNPO法人会計基準の参考様式

もありませんでしたので、貸借対照表の費目

も、さまざまでした。それを共通でくくれる

項目をつくり、何がどこに入るかのインスト

ラクションをつくり、数多くの学生が関わ

り、当時認証されていた1万2千を超える団体

の財務情報がデータベースになりました。 

　私は分析担当でしたので、構築いただいた

貴重なデータベースを活用し、集計や計量分

析を行いました。その結果が以下の図です。 

　12,509団体の数字を足し合わせた結果、全

団体の経常収入の合計は1,974億円の経常収

入でした。ほぼ事業に用いると仮定すれば、

2003年度のNPO法人セクターの経済規模は

2,000億円でした。なお、会費・寄付金・助

成金・補助金といったNPOや事業を支援する

資金比率は28%、金額にすると約552億円で

した。 

　「その後、どう変化していっているの

か？」についてはまたの機会に。 
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みやぎNPOプラザ　第6期指定管理スタート 
堀川 晴代（みやぎNPOプラザ館長 / ゆるる常務理事 

 

　杜の伝言板ゆるるがみやぎNPOプラザの指定

管理者となって早17年が経ちました。昨年度の

指定管理者公募への申請を経て、令和4年度～8

年度の5年間、引き続きプラザの運営を担うこ

とになりました。 

■いつでもどこでもだれでも使えるプラザに 

　令和3年度は、とても忙しい1年でした。プラ

ザの事業と並行して第6期指定管理への申請準

備があったことが大きな理由のひとつです。も

し指定管理者になれなかったら…？という不安

やプレッシャーを抱えつつも、理事やスタッフ

の協力により、引き続きプラザの運営を担える

ことになり心底ほっとしました。 

　その申請時、事業計画作成の過程で実感した

のが、「もはやオンラインから逃れられない」

ということです。新型コロナが流行って以降、

プラザもZoomを活用して講座やイベントを開

催しています。しかし、講座の動画配信や、会

場・オンラインどちらでも参加できるハイブ

リッド運営などの要望も多く、大げさかもしれ

ませんが、「いつでもどこでもだれでも使える

プラザ」を目指したいと思っています。 

■NPO支援施設との連携を深めたい！ 

　令和元年度から県内のNPO支援施設を訪問

し、近況や課題、地域のNPOの様子などのお話

を聞いています。支援施設とプラザの協働での

講座やイベントの実施にも取り組んできまし

た。それ以前も研修などで顔を合わせる機会は

ありましたが、より距離が近くなり、日頃から

情報交換や相談しあうことも増えてきました。 

　今年度も各施設に訪問してあれこれとお話を

お聞きしようと準備していますが、今後は支援

施設の横のつながりづくりにも取り組みたいと

考えています。他の施設の取り組みが参考にな

ることも多いもの。県内各地の支援施設をオン

ラインでつなぎ、顔の見える関係をつくりなが

ら、連携・協働体制を構築します。 

■プラザの移転を見据えて 

　プラザは宮城県民会館とともに仙台医療セン

ター跡地に移転することが決まっています。今

のこのプラザの場所や建物への愛着もあり離れ

がたい気持ちもありますが、やはり老朽化は否

めません。 

　令和10年度の開館を目指して今年3月には設

計業者も決まり、いよいよ具体的な準備に入り

ます。誰もが使いやすいユニバーサルデザイン

が取り入れられるのはもちろんですが、細部に

わたりNPOの皆さんにとって使いやすい施設に

するために、広く意見をお聞きする場をつく

り、宮城県に届けていきます。 

（現在もみやぎNPO情報ネットで意見を募集し

ています。ぜひお寄せください！） 

■支援の質の向上 

　コロナ禍でNPOを取り巻く環境が激変し、苦

境に追い込まれている団体も少なくありませ

ん。そのなかでも活動を続けているNPOに必要

とされるプラザになるには、スタッフの支援の

力量を上げることが必須です。 

　一朝一夕に支援の質は上がりません。日々の

積み重ねがあってこそです。「困ったらプラザ

に行こう」と頼りにされるよう、17年間のプラ

ザの指定管理で培ったものを大切にしながら、

これからも真剣にNPO支援に向き合い、全力で

取り組みます。 
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「花見酒」 
真壁 さおり（宮城県サポートセンター支援事務所　社会福祉士・コーディネーター /   
認定NPO法人地星社　副代表理事 / ゆるる副代表理事） 

　今年も花見酒は出来ませんでした。続くコ

ロナウイルス対策も理由のひとつですが、そ

もそもブルーシートの上で夜桜を楽しむよう

なお花見はしばらくしていません。なぜなら

寒いから。4月の仙台の夜はまだ冷えます。

ぶるぶる震えながらお酒を飲むのが辛くなっ

てきた、というのが正直なところです。 

　さて、お酒はちょっと置いておいて、「お

花見」とは何か、いつ始まったのか、あらた

めて調べてみました。 

　起源は奈良時代。中国から伝わったといわ

れ、当時は梅を愛でるのが主流だったそうで

す。貴族の行事だったお花見は、鎌倉時代に

なると武士にも広まりました。歴史に残るお

花見として、豊臣秀吉が徳川家康などの有名

な武将を総勢5000人招いた「吉野の花見」

と、醍醐（だいご）寺に700本もの桜を植え

て行われた「醍醐の花見」が有名です。その

大宴会スタイルは、現在の宴会花見の起源に

なったという説もあるそうです。 

　庶民にもお花見が広まったのはさらに後の

江戸時代。徳川家光と吉宗が、山や河畔に多

くの桜を植えてにぎやかなお花見を奨励した

のだとか。 

　また、昔から田の神様は桜の木に宿ると考

えられ、桜の開花は神様がやってきたしるし

と考えられていたとか。「豊作祈願」とし

て、桜の下で田の神様の到来を祝ってもてな

したともいわれています。 

時代と共に少しずつスタイルを変えてきたお

花見ですが、日常に忙殺される私たちが、美

しいものや移ろい行く季節への感謝や祈りの

気持ちを表すことができる貴重な機会なのか

もしれません。戦争やコロナ禍、相次ぐ災害

など、胸が苦しくなるようなことも多いご時

世だからこそ、お花見をちゃんと体験したほ

うがよいのかも。 

　どんちゃん騒ぎが苦手な人も、寒さに震え

るお花見はしたくない人も、忙しくてなかな

か時間が作れない人も、自分なりのスタイル

でお花見を楽しむ時間を持てるのが現代風。

一人でも、家族とでも、花も桜である必要も

なく、もちろん酒宴である必要もない。一斉

に生き物が動き出す春という季節に、今日と

いう一日を過ごせていることに感謝する時間

を持ってみてはいかがでしょう。 

　さて、そんなわけでさっそく真壁スタイル

のお花見を実践しました。庭の畑の「モロッ

コいんげん」の白い花を愛でながら、穏やか

な一日に乾杯！ 
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